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〔はじめに〕

骨格筋への栄養血流量は、酸素消費量と密接に

関係し、心拍出量と臓器血管の血管抵抗の両者に

より決定される。すなわち、運動強度の増加に伴

い、運動筋では代謝性血管拡張が起こり、また非

運動臓器では、交感神経系の作用により血管収縮

が生ずるため、心拍出量は運動筋へ選択的に再分

配されるI)。一方、,|曼性心不全では運動筋におけ

る血管拡張特,性の低下が運動筋血流の増加を障害

することが報告されている2)3)。このような運動
における血流再分配の重要`性にもかかわらず、こ

れまで血流再分配の程度を定量的に表す指標はな

かった。

〔目的〕

今回我々は、運動筋と非運動筋の血流分配を￣

側下肢運動時の左右下肢血流比で定量化し、その

有用'性を検討した。

〔対象と方法〕

健常男性１０例、年齢（36±13歳、平均±標準偏

差）を対象とした。－側下肢運動は、坐位自転車

エルゴメータを用いた多段階負荷試験により２０

watts/分から毎分１０wattsずつ漸増するｒａｍｐ法
で行った。呼気ガス分析からanaerobicthreshold

(AT)と下肢疲労による症状限界性最大負荷量(peak）
を決定し、各運動レベルの酸素消費量を求めた。

ＡＴは、図１に示すように、呼気終末二酸化炭素

分圧(ETCO2)の変化を伴わず、呼気終末酸素分

圧(ETO2)が増加し始める点、または、運動時

VO2-VCO2関係の変曲点とした。安静時、ＡＴ

ならびにｐｅａｋの各負荷量時における下肢筋血流
比を検討する目的で、日を変えて３回、２olTl

L5mCiを前腕肘静脈から静注した。その後さら

に、３０秒から１分間運動を継続した。201Ｔｌ全身
シンチグラフイは、被験者を仰臥位とし、２ｏｌＴｌ

静注１０分後から低エネルギー汎用コリメータを装

着した大視野角形ガンマカメラを使用して、全身

の前面像ならびに後面像を撮像し、静注後30分以

内にスキャンを終了した。図２に示すように、下

肢骨格筋における血流分布を定量的に解析するた

め下肢各部に関心領域を設定した。すなわち、大

腿部は前面像にて臂部下縁から膝関節まで、下腿

部は後面像にて膝関節から足関節までとした。こ

こで、両下肢筋肉量と動脈圧は等しいことから、

運動筋と非運動筋の201Tlカウント比(EX/R)は、
再分配を決定する血管抵抗比を反映する｡

〔結果〕

＿側下肢運動負荷試験における酸素摂取量は、

安静時２５２±２６ｍl/ｍｉｎに対し、ＡＴ時１０２４±

，８１，１/、ｉｎ、ｐｅａｋ時１４９４±432,1/ｍｉｎとＡＴ

時での酸素摂取量は、ｐｅａｋ時の約70％に相当し
た。図３は、２６歳健常男Ｗこておこなった安静時

とＡＴ時ならびにｐｅａｋ時における２０１Ｔｌ全身シ
ンチグラフィ（前面像，後面像）である。安静時

には、大腿，下腿ともに左右の201Ｔｌ取り込みは

等しく、カウント比はほぼ１．０であった。負荷時、

運動における201Ｔｌ取り込みは著明に増加し、運

動筋と非運動筋の201Ｔｌカウント比は、大腿筋に

おいてＡＴ時で4.7、ｐｅａｋ時では4.6、下腿筋に

おいては、ＡＴ時5.0、ｐｅａｋ時では４．３と増大し

た。図４は、全例の大腿筋における運動側と非運

動側の201Ｔｌカウント比の変化を示す。２０ＩＴＩカ
ウント比は、安静時で1.1に対し、ＡＴ時では約

４倍に増大し運動筋側に著明な血流再分配が生じ

ていることがわかる。しかし、ｐｅａｋ時の比は、
ＡＴ時と差はなかった。下腿筋においても何様に

201Ｔｌカウント比は、ＡＴ時で約４倍に増大した

が、ｐｅａｋ時との間には差はなかった（図５）｡

かかる成績は、運動時、ＡＴ時にすでにｐｅａｋ時
とほぼ同程度の血流再分配が起こっていることを

示唆する。

〔結論〕

＿側下肢運動時の左右下肢筋血流比は、ＡＴ，

ｐｅａｋとも安静時の約４倍に増大したが、ＡＴと

ｐｅａｋでは差はなかった。従って、運動筋への血

流再分配は嫌気的運動よりも好気的運動時により

大きいことが示唆される。以上より、201Ｔｌを用

いた＿側下肢運動時の左右下肢血流比は、骨格筋

血流再分配の定量的指標として有用と考える。
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